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人 口 調 べ
( 昭和49年3 月1 日現在)

世　 帯　　　　　　　193, 826

男　　　　　　　　307, 890

女　　　　　　　　298, 568

計　　　　　　　　606, 458

( 前月より184 人滅)

交通戦争は
まだ続いている

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

4
月
6
日
か
ら
1
5日
ま
で

ま
ず
、
表
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
昭
和
四
十
(
年
中
の
全
国
、
東
京
都
お
よ
ぴ
足
立
区
の
交
通
事
故
を

表
わ
し
だ
も
の
で
す
。
確
か
に
、
交
通
事
故
は
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
数
は
依
然
と

し
て
非
常
に
高
い
数
を
示
し
て
い
ま
す
。
足
立
区
で
は
、
昨
年
よ
り
死
者
が
三
人
も
増
え
、
三
十
(
人
も

の
尊
い
生
命
が
車
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
千
(
百
人
も
の
人
が
ヶ
ガ
の
た
め
苦
し
ん
で

い
ま
す
。
交
通
峨
争
は
ま
だ
臍
い
て
い
る
の
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
交
通
戦
争
に
う
ち
か
た
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
「
眷
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
は
、
あ
す
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
十
日
閧
、
全
国
一

斉
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
交
通
安
全
は
、
何
度
考
え
て
も
過
ぎ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
一
度
考
え
て
み

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
f
つ
か
。

□
き
を
つ
け
よ
う
　
ま
い
に
ち
と
お

る
　
み
ち
だ
け
ど
(
こ
ど
も
向
け
)

こ
ど
も
の
事
故
ほ
ど
悲
惨
な
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
飛

び
出
し
、
車
の
直
前
直
後
横
断
で
す
。

こ
ど
も
は
、
ひ
と
つ
の
こ
と
に
夢
中
に

な
る
と
、
ほ
か
の
こ
と
に
注
意
が
向
か

な
く
な
る
、
い
わ
ゆ
る
衡
動
的
に
な
る

特
畏
が
あ
り
ま
す
。

こ
ど
も
の
事
故
が
起
こ
る
の
は
、
午

後
二
時
ご
ろ
か
ら
五
時
ご
ろ
ま
で
が
最

も
多
く
、
そ
れ
も
、
家
の
近
く
の
場
合
が
多
い
の

で
す
。
路
上
遊
戯
、
と
く
に
裏
通
り

の
事
故
防
止
に
、
お
と
な
が
十
分
気
を

つ
け
あ
ぶ
な
い
と
き
は
、
ひ
と
こ
と
声

を
か
け
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
止
ま
り
ま
す
　
待
ち
ま
す
　
車
の

切
れ
る
ま
で
(
歩
行
者
向
け
)

外
国
で
の
車
の
事
故
が
「
走
る
カ
ン

オ
ヶ
」
型
に
比
べ
、
日
本
で
は
、
ま
だ

「
走
る
凶
器
」
型
で
す
。

偬
号
、
横
断
歩
道
、
右
側
通
行
な
ど

は
、
都
会
人
の
交
通
安
全
の
マ
ロ
r

で
す
。
犬
で
さ
え
、
横
断
歩
道
や

歩
道
橋
を
渡
る
世
の
中
で
す
。

□
あ
せ
っ
て
る
　
今
が
あ
な
た
の

赤
信
号
(
運
転
者
向
け
)

歩
行
者
は
弱
者
で
す
。
あ
な
た
の
車

は
、
い
つ
殺
人
車
に
か
わ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
ち
″
つ
と
の
あ
せ
り
が
大
事

故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
自
転
車
の
事
故
を

な
く
そ
う

自
助
車
を
自
転
車
に
乗
り
か
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
た
だ
、
自
転
車
の
事
故
も

ふ
え
て
い
ま
す
の
で
、
自
転
車
に
乗
る

時
は
次
の
こ
と
に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ

い
。

▽
自
分
の
か
ら
だ
に
合
っ
た
も
の
を

▽
い
つ
も
ブ
レ
ー
キ
、
(
ン
ド
ル
等
の

点
検
を

▽
右
折
車
の
後
倫
は
死
角
で
す

▽
自
転
車
お
よ
ぴ
歩
行
者
専
用
の
標
蹣

の
あ
る
歩
道
で
は
、
ゆ
っ
く
り
走
り

ま
し
ょ
う

足
立
区
で
は
、
交
通
安
全
を
総
合
的

に
進
め
る
『
足
立
区
交
通
安
全
計
画
』

と
、
『
自
転
車
安
全
利
用
モ
デ
ル
都
市

計
画
』
を
基
に
、
交
通
安
全
施
段
の
整

備
、
自
転
車
道
、
自
転
車
駐
覃
場
な
ど

の
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
は
、
施
設
、
規
制
、
安
全

教
育
の
三
本
の
柱
が
一
体
と
な
っ
て
初

め
て
効
果
を
現
わ
し
ま
す
。

い
く
ら
施
設
が
よ
く
な
っ
て
も
一
人

ひ
と
り
の
自
覚
が
な
け
れ
ば
、
交
通
事

故
は
永
久
に
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
区
民

の
み
な
さ
ん
が
、
m

で
、
職
場
で
、

地
域
で
、
も
う
一
度
よ
く
話
し
合
い
、

考
え
あ
っ
て
く
だ
さ
い
。

やめよう! 　危険なふたり乗り

高
額
療
養
費
支
給
制
度
が
発
足

―
―
昭
和
4
8
年
1
2
月
1
日
以
後
の

診
療
分
か
ら―
―

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
み

な
さ
ん
が
病
院
に
か
か
る
と
、
医
療
費

の
七
割
は
区
が
負
担
し
ま
す
が
、
三
割

は
み
な
さ
ん
が
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
高
額
療
貴
賓
制
度
と
は
、
こ

の
自
己
負
担
金
の
額
が
一
か
月
三
万
円

を
こ
え
た
場
合
、
そ
の
こ
え
た
分
を
区

が
後
で
払
い
も
ど
し
、
み
な
さ
ん
の
負

湎

を
少
し
で
も
軽
く
し
よ
う
と
す
る
も

万

で
す
。

▼
支
給
要
件

高
額
療
養
賓
の
対
象
と
な
る
も
の

は
、
保
険
診
療
分
だ
け
で
あ
り
、
保

険
診
療
以
外
の
も
の
(
拠
屋
代
差
額

や
歯
科
の
差
額
徴
収
な
ど
)
は
、
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
か
、
①

人
院
と
外
来
　
②
医
科
と
歯
科
　
③

同
じ
月
で
も
病
院
が
異
な
る
も
の
　

④
病
院
に
支
払
う
医
療
費
と
付
添
看

護
婦
に
支
払
う
一

金
は
、
別
々
に
計

算
、
ま
た
⑤
総
合
病
院
は
科
別
に
計

算
し
、
合
計
は
し
ま
せ
ん
。

▼
支
給
額

自
己
負
担
金
の
額
か
ら
三
万
円
控

除
し
た
額

▼
実
施
時
期

昭
和
四
十
(
年
十
二
月
一
日
以
降

の
診
療
分
か
ら

▼
手
続
き
の
方
法

高
額
療
饗
費
の
支
給
を
受
け
る
に

は
、
世
帯
主
に
高
額
療
養
費
支
給
申

請
書
旁
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

区
で
は
、
病
院
か
ら
の
請
求
書
に
よ

り
支
給
対
象
者
そ
調
べ
、
高
額
療
養

費
の
申
謂
を
す
る
よ
う
に
(
ガ
キ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
(手
続
き
に
必
要

な
も
の
I
被
保
険
者
証
・
印
か
ん
)

▼
支
給
日

病
院
か
ら
出
さ
れ
る
蹐
求
書
に
よ

っ
て
支
払
う
の
で
、
実
際
に
み
な
"

ん
が
受
取
る
の
は
、
診
療
を
受
け
た

月
か
ら
三
か
月
程
後
に
な
り
ま
す
。

※
な
お
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄

り

で
、
マ
ル
寿
・
マ
ル
福
の
医
療
証
を

お
持
ち
の
方
は
、
今
ま
で
ど
お
り
無

料
で
病
院
に
か
か
れ
ま
す
。

□
社
会
保
険
等
加
入
の
方
へ

健
康
保
険
・
共
済
組
合
・
船
員
保

険
等
の
被
扶
養
者
の
高
額
療
養
費
に

つ
い
て
は
、
前
記
内
容
に
よ
り
、
昭

和
四
十
(
年
十
月
一
日
以
降
の
診
療

分
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
国
民
健
康

保
険
課
保
険
給
付
係
(
二
階
)
へ
ど
う

ぞ
。

届きましたか!
防災の手引き

「大地震にそなえて」

最
近
、
地
震
災
害
に
つ
い
て
の
新

聞
・
映
画
な
ど
に
よ
る

報
道
が
多
く
な
り
、
一

般
の
関
心
も
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

足
立
区
に
お
い
て

も
、
地
震
災
害
か
ら
区

民
の
み
な
さ
ん
を
守
る

た
め
、
研
究
と
対
策
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
一
環
と
し
て

こ
の
た
び
、
防
災
小
事

典
「
大
地
震
に
そ
な
え
て
」
を
作
成

し
、
み
な
さ
ん
の
お
宅
へ
配
布
し
て

お
り
ま
す
。
四
月
十
日

頃
ま
で
に
配
り
終
る
予

定
で
す
が
、
も
し
屆
か

な
い
場
合
は
、
区
役
所

防
災
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

こ
の
手
引
き
を
お
読

み
い
た
だ
き
、
地
震
災

害
に
対
す
る
正
し
い
認

峨
を
持
っ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
今
後
区
が

行
な
う
防
災
事
業
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
災
害
を
防
ぐ

に
は
、
み
な
さ
ん
の
協
力
な
く
し
て

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

=
福
祉
事
業
の
ご
案
内
=

寢
た
き
り
や
ひ
と
り
暮
し
の
方
へ

区
で
は
、
夜
た
き
り
や
ひ
と
り
暮
ら

し
な
ど
の
状
態
で
、
何
か
と
不
自
由
な

生
活
を
さ
れ
て
い
る
在
宅
の
お
年
寄
り

(
六
十
五
歳
以
上
の
方
)
の
た
め
に
、

次
の
よ
う
な
福
祉
事
業
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

■
寝
た
き
り
の
方
へ
(
準
ず
る
状
態
を

含
む
)

(
1
)
老
人
福
祉
手
当
を
支
給

六
か
月
以
上
寝
た
き
り
か
、
引
き

続
き
六
か
月
以
上
入
院
し
て
い
る
と

き
、
月
額
五
千
円
の
手
当
を
差
し
あ

げ
ま
す
。

(
2
)
家
事
援
助
者
の
雇
用
費
助
成

民
間
の
家
政
婦
紹
介
所
か
ら
派
遣

さ
れ
る
家
事
援
助
者
の
履
用
賢
を
、

一
週
間
に
つ
き
一
日
の
割
合
で
、
雇

用
費
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

(
3
)
巡
回
入
浴
制
度

自
宅
で
入
浴
す
る
こ
と
が
困
難
な

老
人
を
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム「
足

立
新
生
苑
」
の
特
殊
浴
柚
で
入
浴
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
巡
回
入

浴
バ
ス
「
い
で
ゆ
号
」
で
送
迎
し
ま

す
。

(
4
)
日
常
生
活
用
具
を
支
給

分
割
ス
プ
リ
ン
グ
や
マ
'
ド
レ
ス

・
便
座
を
低
所
得
世
帯
の
方
に
差
し

あ
げ
ま
す
。

(
5
)
連
絡
用
ブ
ザ
ー
の
取
付
け

夜
た
き
り
老
人
と
介
護
を
さ
れ
る

ご
家
族
と
の
連
絡
の
利
便
や
、
事
故

の
防
止
を
は
か
る
な
ど
の
た
め
、
居

室
聞一
に
連
絡
用
の
ブ
ザ
ー
を
取
付
け

ま
す
。

■
地
域
と
交
流
の
乏
し
い
ひ
と
り
暮
し

の
方
へ
(
六
十
五
歳
以
上
の
老
人
だ

け
の
世
帯
を
含
む
)

(
1
)
老
人
福
祉
電
話
を
貸
与

孤
独
感
の
解
消
と
安
否
の
確
認
を

は
か
る
た
め
、
区
長
名
儀
の
電
話
を

貸
与
し
、
毎
月
基
本
料
金
と
六
十
通

話
ま
で
の
料
金
を
区
で
負
担
し
ま

す
。
ま
た
、
す
で
に
電
話
を
自
己
般

置
さ
れ
て
い
る
方
で
も
、
前
記
と
同

じ
状
態
と
認
定
さ
れ
た
と
き
は
、
瞿

話
料
金
を
同
様
に
区
が
負
担
を
し
ま

す
。

(
2
)
非
常
ベ
ル
を
設
置

ひ
と
り
暮
し
老
人
に
安
心
感
を
与

え
る
と
と
も
に
、
非
常
の
際
ご
近
所

の
協
力
を
得
て
事
故
の
防
止
を
は
か

る
た
め
、
非
常
ベ
ル
を
股
置
し

ま

す
。

(
3
)
友
愛
訪
問
制
度

孤
独
感
の
解
消
と
事
故
の
防
止
を

は
か
る
た
め
、
区
で
お
願
い
し
た
友

愛
訪
問
艮
が
週
三
日
程
度
訪
問
し
、

話
し
相
手
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
賢
格
や
申
睛
手
続
き
な
ど
の
一

問
べ
い
に

せ
は
、
区
役
所
老
人
助
成
係

へ
ど
う
ぞ
。

■
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

区
。で
は
、
薬
剤
敵
布
作
業
の
男

子
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
は
、

区
役
所
衛
生
係
へ
ど
'つ
ぞ
。

〔人 事短 信〕

去
る
二
月
二
十
三
日
付

で
、
区
の
部
長
級
の
人
事

異
動
が
次
の
と
お
り
、
あ

り
ま
し
た
。
(
ヵ
J
コ
内

は
前
職
)

▽
総
務
部
長
　
会
沢
福
寿
(

厚
生
部
長
)

▽
厚
生
部
長
　
鶴
田
幹
雄
(
厚
生
都
管

理
課
長
)

▽
退
職
(
一
月
三
十
一
日
付
)
　
　
篠
崎

保
三
(
総
務
部
長
)

四
月
の
催
し

□
東
部
区
民

福
祉
セ
ン
タ
ー

六
〇
五
-
七
一
〇
一

■
茶
道
教
室
-
十
二
日
(
金
)
午
前

十
時
　
定
員
二
十
名
　
茶
巣
代
百
円

程
度
　
■
文
学
教
室
-
十
(
日
(
木
)

午
後
一
時
三
十
分
　
定
貝
五
十
名
　

資
料
百
円
　
■
生
花
教
室
一
十
(
日
　

(
木
)
午
後
一
時
　
定
員
三
十
名
　

材
料
費
三
百
円
　
■
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ

フ
ト
教
室
-
二
十
日
(
土
)
午
後
一

時
　
定
貝
五
十
名
　
■
鎌
倉
彫
教
室
-

二
十
四
日
(
水
)
午
後
一
時

□
中
部
区
民

福
祉
セ
ン
タ
ー

八
八
九
―
四
六
六
一

■
浪
曲
大
会
一
十
四
日
(
日
)
午
後

一
時
　
演
題
「太
閤
記
長
短
橦
試
合
」

他
　
■
老
人
無
料
健
康
相
談
―
十
七

日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分
　
■
民
謡

教
室
　
十
日
(
水
)
・
二
十
四
日
　

(
水
)
午
後
二
時
　
■
教
室
生
徒
募

集
-
茶
道
・
一

道
・
爵
吟
・
民
隅
教

室

区
内
の
六
十
歳
以
上
の
方
　
定

員
各
二
十
名
　
費
用
無
料
　
受
付
け

は
、
五
日
午
前
十
一
時
か
ら

□
西
部
区
民

福
祉
セ
ン
タ
ー

八
九
七
-
五
〇
一
六

■
お
年
寄
り
の
行
事
　
踊
り
教
室
一

十
二
日
(
金
)
・
十
九
日
(
金
)
午

前
十
時
三
十
分
　
無
料
健
康
相
談
-

十
六
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分
　

定
貝
二
十
名
　
茶
道
教
室
一
十
(
日

(
木
)
午
前
十
時
　
定
員
二
十
名
(
定

員
に
な
り
次
第
締
切
り
)
　
■
子
ど

も
映
画
会
一
七
日
(
日
)
・
十
四
日

(
日
)
午
後
二
時
三
十
分

□
千
住
区
民

福
祉
セ
ン
タ
ー

八
八
二
-
二
七
六
五

■
お
年
寄
り
の
行
事
　
踊
り
の
教
室

-
十
日
(
水
)
・
十
七
日
(
水
)
午

前
十
時
三
十
分
　
民
謡
教
室
一
十
一

日
(
木
)
・
十
(
日
(
木
)
午
後
一

時一
二
十
分
　
無
料
健
康
相
談
-
十
六

日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分
　
■
子

ど
呶
映
画
会
一

七
日
(
日
)
・
十
四

日
(
日
)
午
後

』時
三
十
分

□
西
伊
興
児
童
館

八
九
七
上
(
九
四
八

■
映
画
会
一
七
日
(
日
)
午
後
三
時

・
・
・
「春
の
野
山
」ほ
か
　
■
ミ
ラ
ク

ル
ね
ん
ど
工
作
一
十
四
日
(
日
)
午

後
二
時

□
新
田
児
童
館
・

老
人
館

九
二
T

Ξ
四
ニ
ー

■
子
ど
も
映
画
会
-
七
日
(
日
)
午

後
一
時
三
十
分
　
■
音
楽
教
室
・
ギ

タ
ー
教
室
生
徒
募
集
-
希
望
者
は
事

狢
室
へ
　
■
老
人
映
画
会
-
十
四
日
(

日
)
・
二
十
七
日
(
土
)
午
後
一
時

□
花
畑
区
民

セ
ン
タ
ー

八
五
〇
一
二
六
一
七

■
茶
道
教
室
―
四
月
?
七
月
金
曜
日

午
後
五
時
三
十
分
　
教
材
費
約
五
十

円
　
定
員
十
五
名
　
■
毋
と
子
の
折

紙
教
室
-
二
十
日
(
土
)
午
後
二
時

定
員
二
十
組
　
■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

ー
十
四
日
(
日
)
午
後
二
時
　
■
老

人
の
踊
り
教
室
一
十
日
(
水
)
・
十

七
日
(
水
)
午
後
一
時
　
■
老
人
の
書
道

教
室
-
五
月
か
ら
毎
週
木
曜
日

午
前
十
時
か
ら
　
定
員
二
十
名

<
各
教
室
と
も
教
材
費
を
明
配
し
て
い
な
い
教
室
は
無
料
で
す
》

【
申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、一

接
各
施
設
の
事
務
室
へ

】

花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
開
館

去
る
四
月
一
日
、
完
成
の
待
た
れ

・
て
い
た
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
が
開
館

し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
に
は
、
児
童

・
青
年
・
お
年
寄
り
の
施
股
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
花
畑
図
一

館
が
併
股
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
児

童
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
大
い
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
で
し
I
つ
。

な
お
、
第
十
七
出
張
所
分
室
が
こ

の
セ
ン
タ
ー
内
に
移
転
し
、
四
月
一

日
か
ら
業
務
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
江
北
地
区
に
建
設
さ

れ
た
第
十
三
出
張
所
分
室
も
四
月
一

日
か
ら
業
務
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 区役所の電話882- 1111　第二庁舎889- 6161　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7105　西部福祉事務所897- 5011
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家

庭
分
別
収
集
が

変
わ
り
ま
す

都
で
は
、
公
害
防
止
の
た
め
す
で

に
爽
施
し
て
い
る
i

や
し
て
は
な

ら
な
い
ゴ
ミ
'
の
分
別

収
集
の
ほ

か
、
i

え
な
い
ゴ
ー

を
ひ
と
ま

と
め
に
し
た
新
し
い
方
法
の
分
別
収

釶
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

い
つ
か
ら
?

足
立
東
清
掃
事
務
所
管
内
は
四
月

一
日
か
ら
。
足
立
西
牌
掃
事
務
所
W

内
は
四
月
十
五
日
か
ら
新
し
い
方
法

の
分
別
収
集
を
行
な
い
ま
す
。

収
集
日
は

収
集
日
は
、
い
ま
ま
で
と
ち
が
い

週
一
回
に
な
り
ま
す
の
で
、
下
表
の

分
別
ゴ
ミ
収
集
日
割
麦
に
従
っ
て
、

お
近
く
の
集
積
所
に
分
別
ゴ
ミ
を
お

出
し
く
だ
さ
い
。

新
し
い
分
別
収
集
は

い
ま
ま
で
は
、燃
や
す
の
が
不
適

当
な
プ
ラ
ス
チ
y
ク
難
、ゴ
ム
・
皮

革
類
な
ど
の
ゴ
ミ
だ
け
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
燃
え
な
い
空
ピ
ン

類
、
営
缶
類
な
ど
の
ゴ
ミ
も
対
象
に

な
り
ま
す
。

ご
注
意
と
お
願
い

○
普
通
ゴ
ミ
の
収
集
日
は
、
分
別
収

集
に
伴
な
い
一
都
変
更
(
足
立
柬

清
掃
事
務
所
は
四
月
『
日
か
ら
、

足
立
酉
清
掃
事
務
所
は
四
月
十
五

日
か
ら
』
に
な
り
ま
す
の
で
、
各

集
積
所
に
貼
っ
て
あ
る
チ
ラ
シ
を

確
昭
し
て
ゴ
ミ
を
お
出
し
く
だ
さ

い
。

○
粗
大
ゴ
ミ
は
、
別
に
定
め
ら
れ
た

収
集
日
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

○
分
別
ゴ
ミ
は
、
収
集
日
の
午
前
(

時
頃
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

な
匐
、
分
別
収
集
に
関
す
る
チ
ラ

シ
を
各
家
庭
に
配
付
し
ま
す
の
で
、

よ
く
ご
覧
の
う
え
、
分
別
収
集
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

分
別
収
集
や
ゴ
ミ
の
こ
と
に
闢
す

る
問
い
合
わ
せ
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

足
立
東
清
掃
事
務
所

(
(
九
-
〇
七
一
一

足
立
西
清
掃
事
務
所

(
(
五
一

七
三
六
〇

分別ゴミ収集日割表

足
立の
史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
4
4
)

―
―
千
住
四
丁
目
か
い
わ
い
　
そ
の
五
―
―

勝
山
準
四
郎

氷
川
神
社
右
手
の
別
殿
に
高
正
天
満
宮
が
杞
ら

れ
て
い
る
。今
は
猿
田
彦
社
、稲
荷
社
と
三
社
併

杞
で
あ
る
が
、
こ
の
天
満
富
は
元
々
は
神
社
の
ず

っ
と
裏
手
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
東
京
名
所
図

会
(
明
治
四
一一
年
版
)
の
氷
川
神
社
の
項
に
「
境

内
の
東
、
鉄
一
線
路
に
沿
え
る
所
に
別
城
を
構
え

一
小
褐
を
置
く
。傍
に
高
正
天
爾
宮
縁
起
碑
あ
り
。

因
っ
て
菅
原
神
社
な
る
を
知
る
・・・
(
中
略
)
…
…

褐
北
に
檪
蔭
正
木
氏
の
碑
あ
り
。
嘉
永
五
壬
子
秋

七
月
正
木
睡
の
撰
文
に
し
て
、
檪
蔭
は
名
樸
、
字

(
あ
ざ
な
)
子
教
、
大
助
と
称
す
。
当
地
の
人
な

り
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
国
鉄
引
込
線
の
拡

幅
工
事
で
、
こ
の
別
構
え
の
構
内
も
削
り
と
ら
れ

一
時
拝
殿
右
手
に
移
さ
れ
た
こ
の
天
爾
宮
も
、
昭

和
三
十
九
年
現
在
地
に
杞
ら
れ
た
と
言
・つ
。
尚
そ

の
文
中
に
あ
る
二
つ
碑
も
と
も
ど
も
今
は
入
口
左

手
の
隅
に
移
し
建
て
ら
れ
て
い
る
。
縁
起
碑
は
元

治
元
年
(
一
(
六
四
)
正
木
健
の
撰
文
で
あ
る
。

ど
ち
ら
も
保
存
が
良
く
階
一
体
な
の
で
読
み
や

す
い
。そ
し
て
こ
の
二
つ
の
碑
を
読
ん
で
み
る
と
、

天
満
宮
の
由
来
、
四
丁
目
名
主
高
梨
家
の
こ
と
、

寺
小
屋
正
木
家
の
こ
と
な
ど
を
知
る
こ
と
が
出
来

る
。
た
だ
町
内
の
撤
子
な
ど
は
何
も
触
れ
て
い
な

い
の
は

】寸
残
念
で
あ
る
。

碑
文
に
よ
る
と
、
天
膺
吉
の
御
神
体
一
公
像
は

は
じ
め
は
高
梨
冢
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後
に
正

木
冢
に
躋
ら
れ
、
同
家
が
杞
っ
て
い
た
が
、
一
家

だ
け
で
秘
し
て
い
る
の
は
も
つ
体
な
い
と
し
て
、

褐
を
建
て
町
内
の
天
満
宮
に
し
た
と
刻
ま
れ
て
い

る
。
神
号
の
高
正
は
両
家
の
頭
文
字
で
あ
る
。

高
梨
家
に
つ
い
て
は
先
の
長
円
寺
心
香
尼
碣
の

と
こ
ろ
で
も
触
れ
た
が
、
四
丁
目
名
主
役
を
勤
め

た
名
家
で
あ
る
。
今
も
旧
道
中
程
の
西
側
に
「
吉

左
衛
門
屋
敷
」
の
名
が
残
さ
れ
て
い
る
。
高
田
家

蔵
宿
刻
図
に
も
「
四
丁
目
名
主
五
右
衛
門
(
心
香

尼
の
夫
)

」
と
し
て
、
瑪
壱
疋
役
、
宅
地
間
口
八

間
、
奥
行
四
十
間
(
三
二
〇
坪
)
田
畑
四
丁
五
反

八
畝
二
十
五
歩
と
図
示
さ
れ
て
い
る
。
千
住
宿
草

分
け
百
姓
の
一
家
で
あ
る
。

碑
文
に
よ
る
と
同
家
は
遠
祖
乙
葉
頼
季
が
信
州

高
梨
に
居
住
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
地
名
を
姓
と

し
、
後
世
に
な
っ
て
は
小
田
原
北
條
氏
の
家
臣
と

な
り
、や
が
て
北
條
氏
滅
亡
に
よ
り
民
間
に
下
り
、

勝
広
の
代
に
千
住
に
移
住
し
た
と
あ
る
。
初
代
吉

左
衛
門
で
あ
る
。
ぎ
5

‘千
住
に
来
た
の
は
五
丁

目
安
養
院
初
代
住
持
賢
智
和
尚
(
碑
文
に
は
四
丁

目
長
褊
寺
住
持
)
が
、
叔
父
に
当
る
の
で
こ
れ
を

頼
っ
て
と
記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
初
期
の
こ
と
で

あ
る
。
代
々
名
主
役
を
勤
め
た
が
、
五
右
衛
門
心

香
尼
の
娘
初
に
石
井
家
よ
り
吉
左
衛
門
を
迎
え
た

の
が
最
後
で
、
両
名
の
早
世
に
よ
り
寛
政
年
間
中

絶
し
て
し
ま
っ
た
。

一
方
正
木
家
は
弥
兵
衛
目
嗣
の
代
に
、
姻
區
高

梨
家
を
頼
っ
て
千
住
に
移
り
、
同
家
の
裏
庭
に
住

ん
で
寺
小
屋
師
匠
に
な
っ
た
の
が
は
じ
め
と

言

う
。
宝
層
元
年
(
一
七
五
一
)
の
冬
の
こ
と
で
あ

る
。
次
い
で
大
助
、
健
順
、
兼
楠
と
続
く
わ
け
で

あ
る
。
こ
の
寺
小
屋
が
有
名
な
群
雀
堂
で
あ
る
。

(こ
の
項
つ
づ
く
)

右　縁起碑　左　櫟蔭碑( 氷川神社境内)

〝
ス
ポ
ー
ツ

リ
ー
ダ
ー
〟

に
登
録
を
!

区
で
は
、
区
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

目
的
と
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
」

制
度
を
五
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
果
て
は

し
い
と
い
う
地
域
団
体
の
要
望
に
応
じ

る
た
め
、
初
心
者
向
け
指
導
の
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
経
験
の
あ
る
方
を
、
空
き
時

閖
に
地
域
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、テ
ニ
ス
、

水
泳
ク
ラ
ブ
な
ど
に
派
遣
、
指
導
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

次
の
要
領
で
、
ス
ポ
ー
ツ
経
験
の
あ
'
(
y

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ス
ポ

ー
ツ
指
導
に
熱
意
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
種
目―
水
泳
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、軟

・
硬
式
テ
ニ
ス
、卓
球
、野
球
(
少

年
野
球
)

、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
陸
上
ご
フ
ジ
オ
体
操
、剣
澀
、

柔
道
、
弓
道
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ス
キ
ー
、
ス

ゲ
ー
ト
、
山
岳
(
(

イ
キ
ン
グ
ー
オ

リ
ェ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
)
、
な
き

な

た
、
釣
魚
、
す
も
う
、
空
手
、
ク
レ

ー
射
撃
、
エ
ア
ー
ラ
イ
フ
ル
、
ア
ー

チ
ェ
リ
ー

▽
登
録
で
き
る
方―
二
十
歳
以
上
、
区

内
在
住
、
在
勤
の
方
、
ま
た
は
当
区

に
ス
ポ
ー
ツ
指
導
の
協
力
を
碍
ら
れ

る
方

▽
応
募
方
法
―
所
定
の
用
紙
に
、
指
導

の
で
き
る
柵
目
、
時
間
帯
、
地
域
鴿

を
記
入
(
竜
話
、(
ガ
キ
に
よ
る
場

合
は
後
日
申
請
I
を
送
付
し
ま
す
。)

▽
指
導
方
法
―
登
録
さ
れ
た
方
の
申
か

ら
、区
民
の
要
請
に
応
じ
て
、各
条

吽
の
あ
っ
た
り
I
ダ
ー
に
通
知
し
、

一
～
二
名
が
指
導
に
あ
た
り
ま
す

▽
任
期―
年
間
リ
ー
ダ
ー
登
録
カ
ー

ド
に
よ
り
保
存
さ
れ
ま
す

▽
謝
礼
-
一
回
(ニ
ー
二
時
間
の
指
導
)

に
つ
き
千
五
百
円

▽
申
込
締
切
―
四
月
二
十
日
(
土
)

▽
申
込
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
―
区
教

育
委
員
会
体
青
課
(
〒

匸
一
〇
足
立

区
千
住
伸
町
五
八
)

※
ス
ポ
ー
ツ
?
ダ
ー
と
し
て
。登
録

さ
れ
た
方
は
、
五
月
中
旬
に
リ
ー
ダ
ー

制
の
説
明
会
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

要
請
に
よ
る
派
遣
は
、
五
月
下
旬
か

ら
受
付
け
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

親と子の体操教室
楽 し み な がら

からだ作りを

最
近
、
わ
ん
ぱ

く
坊
主
と
い
う
酋

葉
が
聞
か
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。
体

格
は
良
く
な
っ
た

の
に
体
力

が
な

い
、
な
ど
と
よ
く

言
わ
れ
ま
す
。

三
・
四
歳
の
青

ち
ざ
か
り
の
お
子

さ
ん
、
チ
'

ツ
ト

運
助
不
足
の
お
母
さ
ん
「
親
と
子
の
体

操
教
室
」
で
か
ら
だ
を
ほ
ぐ
し
、
か
ら

だ
づ
く
り
を
し
ま
し
f

つ
。

こ
の
教
室
で
は
、
身
近
か
に
あ
る
イ

ス
や
ヒ
モ
な
ど
を
便
い
、
音
楽
に
合
わ

せ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
か
ら
だ
づ
く
り

が
で
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
設
期
間
　
昭
和
四
十
九
年
五
月
十
日

か
ら
昭
和
五
十
年
三
月
十
四
日
ま
で

の
各
金
曜
日
(
延
三
十
日
関
)

時
間
　
A
組
・
・
・
午
前
十
時
?
十
時
五
十

分
　
B
粗
・
・
・
午
前
十
一
時
?
十
一
時

五
十
分

参
加
対
象
　
区
内
在
住
の
次
の
方

A
組
・
・
・
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
?

十
一
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

と
親
　
B
組
…
昭
和
四
十
五
年
十
一

月
二
日
?
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
と
そ
の
親
(

各
(
十
五
組
)

会
場
　
足
立
区
体
育
館

講
師
　
東
京
美
容
体
操
ク
ラ
ブ
(
N
H

K
テ
レ
ビ
体
操
出
演
)
望
月
美
恵
子

氏
ほ
か
二
名

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

直
接
、
ま
た
は
電
話
・
(
ガ
キ
で
区

教
青
委
貝
会
体
育
課
(
〒
一
二
〇
足

立
区
千
住
仲
町
五
八
)
へ
。

※
申
込
用
紙
は
体
育
課
に
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
体
力
年
齢
は
!

体
力
テ
ス
ト
を
ど
う
ぞ

区
教
育
委
員
会
で
は
、
区
民
の
み
な

さ
ん
の
健
康
W
理
に
役
立
て
て
い
た
だ

こ
う
と
、
毎
年
「
体
力
テ
ス
ト
」
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
ご
自
分
の
体
力
が
年

衂
に
相
応
し
て
い
る
か
ど
う
か
知
り
た

い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ど
う
ぞ
。

日
時
―
四
月
二
十
一
日
(
日
)
午
前
十

時
～
午
後
三
時
三
十
分
(
雨
天
で
も

行
な
い
ま
す
)

会
場
―
区
立
校
瀬
小
学
校
体
育
館
(
千

代
田
線

校
瀬
駅
下
車
徒
歩
二
分
)

参
加
資
格
―
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
で
、
年
齢
二
十
歳
ヱ
(
十
歳
の
方

テ
ス
ト
種
目
=
①
前
摶
⑨
閉
眼
片
足
立

ち
⑧
反
復
横
と
ぴ
④
垂
直
と
ぴ
⑤
ジ

グ
ザ
グ
ド
リ
ブ
ル
⑤
仰
臥
上
体
お
こ

し
⑦
立
位
体
前
屈
⑧
略
台
昇
降
⑨
握

力
⑩
急
歩
(
男
一
五
〇
〇
㍍
・
女
一

〇
〇
〇
㍍
)
血
圧
測
定

定
員
―
二
百
名
(
定
員
に
な
り
次
第
締

切
り
)

受
付
―
四
月
五
日
か
ら

申
込
方
法
―
往
復
(
ガ
キ
に
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
晒
番
号
を

記
入
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
'
l
i
接

区
教
育
委
員
会
体
青
課
(
〒
一
二
〇

千
住
仲
町
五
(
)

※
当
日
は
、
連
助
に
適
し
た
服
装
で
、

連
助
靴
(
上
履
)
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

学
校
給
食
費

4
月
か
ら
改
訂

物
価
の
高
騰
で
、
給
食
に
使
う
材
料

や
、
ペ
ン
・
牛
乳
を
現
在
の
給
食
費
で

賄
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

パ
ン
ー
食
分
で
約
三
円
(
十
(
銭
、

牛
乳
[
本
約
五
円
十
八
銭
の
値
上
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
昨
年
の
秋
以

来
、
生
産
者
や
納
入
業
者
か
ら
強
い
値

上
げ
の
娶
鯖
が
あ
り
ま
し
た
か
、
四
十
(

年
度
中
は
、
値
上
げ
し
な
い
こ
と
で

折
衡
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
諸
物
資
の
値
上

り
状
態
か
ら
み
て
こ
れ
以
上
今
の
値
段

に
据
え
お
く
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
た

め
、
四
月
か
ら
次
の
よ
う
に
価
格
の
改

訂
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
必
要
と
す
る
栄
養
価

の
高
い
給
食
を
作
る
た
め
、
ど
う
ぞ
ご

理
解
・
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

掲
示
板

□
愛
の
献
血
を

四
月
の
移
動
採
血
日
程

十
一
日
(
木
)
竹
の
塚
駅
東
口

十
五
日
(
月
)
新
田
中
学
校

十
。(日
(
木
)
区
青
年
館

二
十
四
日
(
水
)
区
役
所
本
庁
舎

三
十
日
(
火
)
北
千
住
駅
西
口

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時
(
た
だ
し
、
午
前
十
一

時
三
十
分
か
ら
午
後
○
時
三
十
分
ま

で
は
昼
食
休
憩
時
間
で
す
)
ま
で
で

す
。

□
足
立
区
鼓
笛
隊
・

合
唱
団
員
募
集

区
で
は
、
児
童
の
健
全
育
成
を
は

か
る
た
め
、
鼓
笛
隊
・
合
唱
団
の
運

営
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
新
入
隊

団
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま

す
。

応
募
資
格
　
昭
和
四
十
九
年
四
月
一

日
現
在
、
区
内
在
住
の
小
学
校
四

年
生

募
集
人
員
　
鼓
笛
隊
-
(

十
名
　
合

哂
団
上
(
十
名

練
習
場
所
　
鼓
笛
隊
-
梅
島
小
・
千

寿
小
　
合
唱
団
-
五
反
野
小
・
千

寿
第
三
小

練
習
日
時
　
毎
週
土
曜
日
午
後
二
時

か
ら
四
時
(
た
だ
し
、
春
・
夏
・

匁
採
み
期
間
は
休
止
)

申
込
方
法
　
加
入
申
請
書
(
各
学
校

、・
子
ど
も
会
に
あ
り
ま
す
)
に
記

入
し
、
学
校
長
の
承
認
を
得
て
区

教
育
委
貝
会
青
少
年
係
ま
で

申
込
締
切
　
四
月
二
十
日
(
土
)

そ
の
他
　
①
応
募
者
が
予
定
人
員
を

越
え
た
鳩
合
は
、
抽
遇
で
決
定
し

ま
す
。
⑤
S
募
紬
果
な
ど
は
、
直

接
本
人
あ
て
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
教
育
委
貝
会

青
少
年
係
へ
ど
う
ぞ
。

□
出
産
費
用
に

お
困
り
の
ご
家
庭
へ

区
で
は
、出
産
の
費
用
に
お
困
り

の
ご
家
庇
に
、
出
産
費
の
助
成
を
次

の
要
領
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

■
資
格
要
件

○
区
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と

○
前
年
分
所
得
梳
の
額
が
九
千
六
百

一

円
以
下
で
あ
る
こ
と

○
妊
娠
七
か
月
以
上
で
あ
る
こ
と

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
前
年
分
所
得
税
額
の
わ
か
る
も
の

お
勤
め
の
方
L
助
務
先
で
発
行
す

る
應
泉
徴
収
票

事
業
主
の
方
-
確
定
申
告
一
の
控
(

税
務
へ
申
告
し
た
写
し
)

○
前
年
度
特
別
区
民
税
額
の
わ
か
る

も
の

区
役
所
課
税
課
で
発
行
す
る
納
税

決
定
通
知
一

か
課
税
証
明
書

○
健
康
保
険
証

○
母
子
手
帳

○
印
か
ん

な
お
、く
わ
し
く
は
、あ
な
た
の
住

所
地
を
管
轄
す
る
次
の
各
裲
祉
事
點一

所
相
映
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

□
足
立
福
祉
事
務
所
(
千
住
柳
町
一

ニ
ー
五
　
(
(

八
-
三
一
四
一
)

□
中
部
福
祉
事
務
所
(
関
原
ニ
ー
)

○
一

一
〇
　
(
(

九
-
一
四
(
一
)

□
東
部
福
祉
事
務
所
(
東
綾
瀬
一
1

五
-
一
七
　
(

〇
五
-
七
一
〇
五
)

□
西
部
福
祉
事
務
所
(
鹿
浜
ニ
ー
ニ

四
-
二
　
八
九
七
一

五
〇
‘二
)

□
狂
犬
病
予
防
注
射

と
飼
い
犬
の
登
録

区
と
足
立
・
千
住
保
健
所
匐
よ
ぴ

獣
医
師
会
で
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射

と
繝
い
犬
の
登
録
を
次
の
日
程
で
行

な
い
ま
す
。
お
近
く
の
会
場
で
お
受

け
く
だ
さ
い
。

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
加
十
時
か

ら
午
後
○
時
三
十
分
ま
で
で
す
。

な
匐
、
当
日
雨
天
の
場
合
は
、
中

止
に
な
り
ま
す
の
で
、
振
謦
日
<
　
>

内
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
登
録
手
数
料
三
百
円
、
注
射
手
数

料
五
百
円
、
注
射
済
禀
六
十
円
で
す
。

▽
4
/
1
5
(
月
)
東
和
保
健
相
談

所
・
北
鹿
浜
町
膺
徳
寺
・
第
四
出
張

所
<
5
/
7
>
　
▽
4
/
1
6
(
火
)
佐

野
町
柳
野
稲
荷
神
社
・
柳
原
神
社
・

第
二
十
出
彊
所
<
5
/
8
>
　
▽
4

/
1
7
(
水
)
第
十
二
出
張
所
・
千
住

神
社
・
第
十
三
出
張
所
<
5
/
9
>
　

▽
4
/
1
8
一
(
木
)
大
川
町
公
園
・
第

十
(
出
張
所
・
北
旄
浜
公
園
<
5
/

1
0
>
　
▽
4
/
1
9
(
金
)
柬
筱
瀬
出
張

所
・
区
役
所
前
・
興
野
公
民
館
<
5

/
1
3
>
　
▽
4
/
2
2
(
月
)
第
十
七

出
張
所
・

'第
十
四
出
彊
所
・
西
保
木

間
氷
川
神
社
<
5
/
1
4
>
　
▽
4
/

2
3
(
火
)
西
新
井
警
察
一
前
環
七
睦

橋
下
・
本
木
五
丁
目
三
鳥
神
社
・
第

十
六
出
張
所
<
5
/
1
5
>
　
▽
4
/

2
4
(
水
)
区
第
二
庁
舎
・
本
木
西
氷

川
神
社
・
、
第
九
出
彊
所
<
5
/
1
6
>

▽
4
/
2
5
(
木
)
東
栗
原
出
磧
所

・
つ
り
坩
伊
興
圜
前
・
第
七
出
彊
所

(
5
/
1
7
>
　
▽
4
月
2
6
(
金
)
第

六
出
張
所
・
第
十
五
出
張
所
・
第
十

九
出
張
所
<
5
/
2
0
》
　
▽
4
/
3
0
　

(
火
)
鳥
根
鷲
神
社
・
梅
田
赤
不
助

・
足
立
保
健
所
<
5
/
2
1
>

※
当
日
、
犬
の
か
ら
だ
に
具
常
の
あ

る
場
合
は
会
場
で
申
出
て
く

だ
さ

い
。

□
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に

参
加
を

区
で
は
、
次
の
と
お
り
ス
ポ
ー
ツ

教
室
を
行
な
い
ま
す
。
指
導
貝
が
親

切
に
指
導
し
ま
す
の
で
、
初
心
者
の

方
も
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

■
種
目
=
会
場
=
開
設
日
　
▽
卓
球

-
鹿
浜
中
・
十
四
中
-
毎
週
水
一

日
、
千
寿
第
四
小
-
毎
週
金
曜
日

▽
バ
レ
ー
ボー
ル
L
大
谷
田
小
・

加
平
小
-
毎
週
水
曜
日
、
興
本
小
-

毎
週
火
曜
日
　
▽
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
ー
三
中
・
新
田
中
‘
溯
江
小
-

毎
週
木
曜
日
　
▽
健
康
・
美
容
体

操
一

十
五
中
-
毎
週
水
一
日
　
▽

軟
式
テ
ニ
ス
ー
北
千
住
公
園
庭
球

場
-
毎
週
金
曜
日

■
開
設
日
時
　
四
月
二
十
二
日
(
月
)

か
ら
各
開
設
皿
日
に
、
時
間
は
、

い
ず
れ
も
午
後
六
時
三
十
分
か
ら

八
時
三
十
分
ま
で
で
す
。

■
参
加
方
法
　
開
設
日
当
日
、各
会

場
備
付
け
の
教
室
入
会
カ
ー
ド
に

氏
名
・
住
所
を
記
入
す
れ
ば
参
加

で
き
ま
す
。

■
参
加
で
き
る
方
　
十
五
歳
以
上
の

一
般
区
民
(
高
校
生
を
除
く
)

■
参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
は
、区
教
育
委
員
会

体
育
課
へ
。

□
区
民
芸
能
大
会

出
演
者
募
集

開
催
日
時
―
六
月
一
日
(
土
)
午
前

十
時
～
午
後
五
時

開
催
場
所
―
区
文
化
会
館

募
集
種
目
―
踊
の
都
(
日
舞
・
洋
舞

な
ど
)
　

歌
の
翁
(
民
謡
・
歌
謡

曲
な
ど
)

出
演
時
間
―
】裕
三
分
以
内

申
込
方
法
―
出
演
申
込
一
(
出
張

所
・
区
役
所
経
済
課
に
あ
り

ま

す
)
に
記
入
の
う
え
、
切
手
(
二

十
円
)
を
添
え
て
、
区
役
所
経
済

課
内
足
立
区
観
光
協
会
へ

申
込
締
切
目
―
-
四
月
二
十
三
日
(
火
)

■ 公害関係の事務受付は、4 月1 日から区役所前の仲町分室に移りました ■ タバコは区内で買いましょう I・N　208, 000


